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「すざく」衛星搭載硬X線検出器広帯域全天モニタ部 (HXD-WAM)の現状
(VIII)
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すざく衛星搭載硬 X線検出器 (HXD)の広帯域全天モニタ部 (Wide-band All-sky Monitor; WAM)の現状を報
告する。WAMはHXDを取り囲むアクティブシールドを用いた硬Ｘ線全天モニターである。20本の巨大なBGO
シンチレータを４面に配し、800 cm2におよぶ幾何学的面積と、BGO結晶の高い阻止能によって 50 keV から 5
MeV に渡る広いエネルギー帯域でスペクトル変動を観測する。巨大な有効面積による高い光子統計は、短時間の
突発的な現象のスペクトル変動の観測において特に有効である。
2009年運用開始から 4年を迎えようとしているが、WAMは順調に観測を続けている。検出器毎のゲイン変動

を調整するためのゲイン調整オペレーションを行ったほかは、ほぼ運用開始時の設定のままであり、基本的な性
能の劣化はみられていない。2009年 6月時点で、GRBの検出数は 500 例を超え、その多くから、Swift/BAT、
Konus-Wind、Integral/SPI-ACS、Fermi/GBMなど他のガンマ線バースト検出器との同時観測による２桁以上に
わたる広帯域スペクトル変動が得られている。他にも太陽フレアや軟ガンマ線リピーターの検出、地食を利用し
たガンマ線天体のモニタも続けている。本講演では、観測の現状と科学的成果について紹介する。


